
 

 

議 事 録 

会 議 名 称 会 議 実 施 日 作 成 者 

第１回市 P 連 執行役員会議 令和６年６月５日（水） 竹田 昌美・川野 沙織 

 

 

司会：本村筆頭副会長 

次第 

１．市Ｐ連会長挨拶（工藤会長） 

 令和 6 年度の尾道市 P T A 連合会会長を、仰せつかっております工藤です。先だっては、5 月 18 日に総会、

研修会、懇親会と集まっていただきました皆様、ありがとうございました。おかげさまで、会を無事終えること

ができました。今日は、執行役員会という名前で少し堅苦しいのですが、会長の皆様に集まっていただいて、い

ろんなことをざっくばらんにお話しし、前向きに物事を話し合って行きたいと思っております。昨年度より「会

長会」から「執行役員会」という名前に変えてやらせていただいている会になります。今日は、議題が多いの

で、いろんな意見を出していただきたいというところで、もう遠慮することなく、どんどん意見を出していただ

ければと思います。活発なご意見をお願いします。 

 

２．「大切ないのちについて考える」市民公開講座について（尾道市医師会 よしはらクリニック 吉原院長） 

  ・性感染症は、小中学生にはまだ早いテーマではない。そうなる前に、親に知って欲しいことがある。 

  ・演題は「女性診療科からみた」となっているが、男の子にもぜひ知ってもらいたい。 

  ・保護者のみ参加、親子で参加、どちらでも大丈夫な内容となっている。 

  ・情報が錯綜する時代だからこそ、きちんとした知識を受け取ってほしい。 

     ※詳細は、別途資料参照 

   

３．資料確認 

 

４．議題 

①輪島市７小中学校への募金、激励メッセージについての報告 

   ・約１２２万円の募金は、輪島中学校のＰＴＡ連合会会長経由で送らせていただいた。先方に確認をしてもら

って、無事送金されました。 

・各学校からいただいた激励メッセージは、輪島中学校の新ＰＴＡ会長の山田さんと連携をとり、送付予定。 

 

②尾道市への要望書について（昨年度回答を含む） 

 ・毎年、市Ｐ連の方から尾道市、市教育委員会、市議会へ要望書を出している。 

   ・今年は、要望書に対する回答書を資料として準備しているので、自分の学校の要望を知り、又、各学校の 

要望がどのようなものを出しているのか、参考にしていただければと思います。 

 ・要望については、学校とＰＴＡが話し合い、大きく３つほど出している。エアコン設置や、トイレ改修など 

  要望が上がったからこそから動き、実施に至ったものも多数あります。 

検討材料として、今回の資料を役立ててもらえたら幸いです。 

 ・今年度分については、７月２３日に尾道市、市教育委員会、市議会へ提出する予定です。 

 

 質問：来年度、閉校予定である場合は、今年度中の要望を出すのか？ 



 

 

 回答：閉校の場合の要望については、確認し後日回答します。 

 （6/7 回答）基本的にはこの要望は次年度（令和７年度）についての予算も併せたものとなるので、 

閉校の５校は今年度予算を使わないであろう要望ならば検討可能となります。 

 

③３大事業「学校へ泊まろう！」（７/１３・１４）について 

 ・今年度は参加費３０００円かかるが、現段階で、３１６名（内小中学生２８７名）の応募が来ています。 

   ・保護者ボランティアも、引き続き募集している。また、中高生のボランティアも現段階で多数応募があっ

た。引き続きご協力をお願いしたい。（応募については、資料にあるＱＲコードから） 

   ・小中学生８０名〜１００名、中学生が少ない場合、小学生の人数を増やして、トータル１２０名で行う予

定。 

    追記：６/９締切時点 応募総数３８８名（役員のぞく）となりました。ご協力ありがとうございました。 

 

 

④３大事業「市Ｐ連ソフトバレーボール大会」（９/１５）について 

 ・昨年度から当番制、輪番制を廃止。全員で運営をしていくという方針に変えた。 

今年度も、同様に行なっていきますのでご協力よろしくお願いいたします。 

 ・今年度、ルール変更点として、１チーム８名以上で編成することとします。 

※昨年度、６名のチームで、怪我で人数が足りなくなるということが起きたため。 

男女４名以上ずつで編成していただきたい。８名以上であれば、何名でチームを作っても大丈夫です。 

 ・小学生については、ゆるリーグのみの参加方向で調整中。 

 ・サブアリーナは、試合状況が見えないので、練習のみの使用とし、試合はアリーナの５コートのみです。 

 ・参加チーム数で、試合数を決める予定としています。５０チーム位までは対応できそうです。 

 ・参加費３,０００〜４,０００円を、チーム数分を徴収する予定です。 

 ・チーム数が多すぎた場合は、各学校の会長さんへ相談させていただきます。 

 ・ＯＢ枠は今年も設定し、過去３年に卒業した方は参加できるようにします。 

 ・大会までの予定については、別途資料参照。 

   ・６月２７日に代表者会議がある。代表者会議には、バレーチームの代表が参加する会議。会長さんでもい

い。欠席する場合は、必ず代理を立てて欲しい。参加がない場合は、欠場扱いとする。 

 ・大会に出場予定であれば、グループラインに入ってもらう。グループに入る人数は、何人で入ってもいい。 

 

 質問①：８人編成というのは、コートに立つのが８人ということか。 

 回答①：コートに入るのは６名。チーム内の人数が８名以上ということとなります。 

 

 質問②：ゆるリーグのチーム編成もガチと全く同じか。 

 回答②：ゆるリーグについては、男女比率など特に指定はしません。ローテーションもありません。 

 

 質問③：８人編成というのは、ガチリーグのみ適用ということか。 

 回答③：８人以上でチームを編成することは、ガチリーグもゆるリーグも同様である。 

 

 質問④：チーム数の上限は、今はないということか。 

 回答④：現段階では、ありません。 

 

 質問⑤：代表者会議までに、出場するか決めないといけないのか。 



 

 

 回答⑤：決めなくてもいいが、欠場確定以外の場合は、会議には出席してください。 

 

 質問⑥：代表者会議に出たが、出場しないと決めてもいいということか。 

   回答⑥：７月１９日が最終締め切りなので、そこまでに決めてもらって問題ありません。 

ただし、大会の概要、ルールの周知をしておく必要があるので、現段階で出場が分からない場合で

も（上記）、会議には出席することが大会参加条件となります。 

   

⑤３大事業「観劇に行こう！（劇団四季バスツアー）」（１１/２３）について 

 ※事業の詳細、趣旨については、別途資料参照 

 ・教育フォーラムに代わる事業として、新しく立上げた事業となります。 

   ・たくさんの応募が予想されるが、趣旨を汲み、子どもたちになぜ参加したいのかをきちんと書いてもらい、

それを参考に選考していく予定です。 

   ・クラウドファンディングで、バス代を捻出していきたい。劇団四季より、チケット代をクラウドファンディ

ングで集めることはできないが、バス代なら大丈夫と回答いただいています。 

 ・クラウドファンディングのリターンも、趣旨にあったものを考えており、支援ページに掲載中です。 

   ・クラウドファンディングについては、劇団四季と教育委員会から広めてもいいという回答をいただいている

ので、たくさんの方への周知にご協力をよろしくお願いいたします。 

 ・６月６日より、クラウドファンディングが公開。 

 ・９月１７日に、事業についてのチラシを配布する予定。 

 

   質問①：個人のＳＮＳで発信する場合、イベント内容を紹介するときに、劇団四季などの名前を出しても大丈 

夫なのか。 

 回答①：出してもかまいません。クラウドファンディング内では、劇団四季の名前を使うことができないが、 

     ＳＮＳなどで紹介するのは、名前を出しても大丈夫。紹介の定型文については後日お知らせします。 

 

 質問②：クラウドファンディングで成功しなかった場合、又、予定より金額が集まった場合はどうするのか。 

 回答②：予定金額より多い場合は、チケット代にはできないので、運営費に回すか、翌年のために使わせてい 

     ただく予定です。支援したいという方もいるので、たくさんの方に周知し賛同していただけるよう 

に、最後まで頑張っていきたい。応援よろしくお願いいたします。 

 

 質問③：保護者の自費とは、チケット代のことか。 

 回答③：保護者は、実費９,０００円〜１０,０００円で、交通費、チケット代、運営費が込みとなります。 

 

 質問④：児童生徒のみの参加も可能か。 

 回答④：児童生徒のみの参加も可能。キャンプ同様、学年、学校の比率を考えて選考していきます。 

 

 質問⑤：集合候補地は、因島でもそこに行かないといけないのか。 

 回答⑤：そうなります。現段階では予定地なので、今後、駐車できる場所を探していく予定です 

 

 質問⑥：団体でまとまった席を確保しているのか。 

 回答⑥：はい、確保しています。 

 

⑥青少年育成市民会議「社会を明るくする運動」講演会（７/６）参加依頼について 



 

 

 ・毎年１月講演してくださいっている。各学校１名、参加依頼についてお知らせする予定。出欠もとる。 

 ・（昨年の参加者より） 

昨年、参加して良かった。ネットがない子ども時代を過ごした親である私たちが、今のようにネットが 

あることが当たり前である子どもたちを理解することは難しい。 

講演では、初めて知るようなことも多かった。 

 

 質問①：講演の時間は、どのくらいか。 

 回答①：１時間半くらいとのことです。 

 

⑦全国大会川崎大会（８/２３・２４）について 

・昨年は、広島で全国大会があった。今年度は、川崎である。 

・参加予定の方は、市Ｐ連へ連絡して欲しい。（締め切り６月１０日） 

   

⑧その他 

・映画の機材については、無料で貸し出ししている。 

その他、かき氷機等は有料で貸し出ししており、金額については、市Ｐ連のＨＰに載っています。 

使う予定がある場合は、遠慮なく連絡してください。 

 有料である理由は、そこでの収益を、遠方から来られている方の交通費など、諸費に当てている。 

ここを無料にするかどうかについては、今後議論して行きたい。 

 

・現在、市Ｐ連役員が学校の役員に所属していない場合があり、市Ｐ連で全部負担できればいいが、 

難しかったので、今年度の総会の参加費を各学校へ負担していただけないか、相談レベルでお願いしました。 

これに関して、ご質問も出ていたので、今年１年検討して答えを出していきたいと思います。 

 

質問①：グループラインについては、会長のみという認識でいいか。 

回答①：はい。会長の仕事は、伝えることだと思っており、他の方が入ってしまうと、そこの線引きが難しくな

る。また、会長のみに聞くこともあるので、他の方がいると困ることがある。 

よって、基本は会長のみとしていますのでご理解ください。 

 

質問②：共有したいことがあれば、自己判断で自校へ共有していいのか。 

回答②：はい。共有不可の情報については、それも合わせて発信させていただきます。 

   

質問③：オープンチャットに変更しないのか。 

回答③：検討を一度はしましたが、市Ｐ連の最大の目的は各ＰＴＡ様同士の横のつながりの醸成であり、 

オープンチャットでは個人間（つまりＰＴＡ間）で繋がれないということが最大のデメリットです。 

お互いの顔が見えないままだと、近い地区の会長さんに聞きたいことがあっても聞けないなど、不備が

生じます。よって皆様からの自発的登録によるグループライン作成としました。 

 

質問④：今日出た話は、自校へ全て共有していいか。 

回答④：もちろんです。是非お願いいたします。 

 

５．今後の予定 

・学校へ泊まろう！（７月１３日（土）１４（日）原田芸術文化交流館やまそら） 



 

 

・第７２回日本ＰＴＡ全国研究大会川崎大会（８月２３日（金）２４日（土）神奈川県川崎市） 

・市 P 連親睦ソフトバレーボール大会（９月１５日（日）こざかなくんＳＰびんごメインアリーナ） 

・「観劇に行こう！」（１１月２３日（土・祝）広島上野学園ホール） 

 

６．今後の執行役員会 会議日程 

・第２回執行役員会議（ ８月７日（水）１９：３０〜生涯学習センター２階 研修室３） 

  ・第３回執行役員会議（１０月２日（水）１９：３０〜生涯学習センター２階 研修室３） 

  ・第４回執行役員会議（１２月４日（水）１９：３０〜生涯学習センター２階 研修室３） 

  ・第５回執行役員会議（ ２月５日（水）１９：３０〜生涯学習センター２階 研修室３） 

 

７．顧問講評 

（村上顧問） 

    顧問の村上です。私も 3 月まで市 P 連のグループラインに入っていましたが、横のつながりというのが年々

強くなっていると感じます。しかし、市 P 連で得た情報や、こういうやり方があったのかと知ったことを、自

分の学校にしっかり落としたかなと、今反省をしています。今思えば自分の中だけで、「これは自分の学校に

関係ないから、言わなくてもいい」と、伝えないこともあったかもしれません。しかし、学校に帰って、情報

として、皆さんにお伝えすることが必要でした。この情報や方法というのは、いつ使えるか分かりませんが、

自分の中で終わらせず、工藤会長が言われたように、しっかりと共有することも会長の仕事だったんだと、反

省しています。皆さんも、是非情報の共有をしてみてください。よろしくお願いします。 

 

   

（吉浦顧問） 

  先ほど上がった市 P 連の役員さんのお金の問題ですが、市 P 連の役員の仕事は、結構大変です。 

実は、私は、市 P 連の会長をしながら、中学校の会長をしながら、高校の会長をしながらと、本当に大変で、 

自分は何をしているのか分からなくなるくらい追い込んでやりました。それを汲んでいただきながら、皆様に 

もご理解いただきたいと思っております。 

私たちの思い出話を話しても、何も得るものはありませんので、今後も、活発な議論に時間を使っていただ 

きたいと思います。最後の顧問ということで、講評を終わらせていただきます。ありがとうございました。 


